
 

 

 
 

平成 30年 12月 17日 

 

各    位 
会 社 名 宝ホールディングス株式会社  

代 表 者 名 取締役社長   木村   睦 

（コード番号 2531 東証 第 1部） 

問 合 せ 先 ＩＲ部長         掛見  卓也 
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当社子会社（タカラバイオ株式会社）によるキノコ事業譲渡に関するお知らせ 
 

当社の連結子会社であるタカラバイオ株式会社（コード番号 4974 東証第１部）が、本日「キノコ事業譲

渡に関するお知らせ」を発表しましたので、お知らせします。詳細につきましては、同社の開示資料を
ご覧ください。 

なお、本件の当期（2019年 3月期）業績に与える影響は軽微です。 

 

 

 

（添付）タカラバイオ株式会社の開示資料 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

当資料取り扱い上の注意点 

当資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通し

であり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不

確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざま

な要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素に

は、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社

の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟にお

ける不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。 
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2018年 12月 17 日 

各  位 

会社名      タカラバイオ株式会社 

          （コード番号 4974 東証 １部） 

本社所在地    滋賀県草津市野路東七丁目４番３８号 

代表者      代表取締役社長   仲 尾 功 一 

問合せ先     取締役副社長     松 崎  修一郎 

ＴＥＬ     （０７７）５６５-６９７０ 

ＵＲＬ       http://www.takara-bio.co.jp/ 

 

 

キノコ事業譲渡に関するお知らせ 

 

タカラバイオ株式会社（本社；滋賀県草津市、社長；仲尾功一）は、本日開催の取締役会

において、2019 年 3 月 1 日を期日（予定）とし、株式会社雪国まいたけ（本社；新潟県南

魚沼市、社長；足利厳）に、タカラバイオグループのキノコ事業を譲渡することを決議しま

したので、お知らせいたします。 

 

１．事業譲渡の理由 

現在、当社グループは、2017年度からスタートした 3ヵ年の経営計画「タカラバイオ中

期経営計画 2019」に取り組んでおります。この計画では、「バイオ産業支援事業」、「遺伝

子医療事業」、「医食品バイオ事業」の 3つの事業部門の戦略の推進と、これらを支える経

営基盤を強化し、グローバル企業かつ再生医療等製品企業としてのプレゼンスを向上さ

せ、飛躍的な成長を目指すことを全体方針としております。 

このような状況のもと、当社グループのキノコ事業は、当社のキノコ事業部がキノ

コ事業全般を統括し、関係会社である瑞穂農林株式会社（京都府京丹波町；ホンシメ

ジ（生鮮・冷凍）とハタケシメジを生産・販売）と株式会社きのこセンター金武（沖

縄県金武町；ブナシメジを生産・販売）が製販一体となり、事業を推進して参りまし

た。 

しかしながら、直近の計画進捗状況を鑑み、中期経営計画を確実に達成し、企業価値を向

上させるためには、一層の経営資源の選択と集中が重要であると考えるに至り、キノコ事業

については、上述のキノコ類の生産・販売を継続し、事業資産を最大限に活用いただける事

業譲渡先を検討しておりました。 

株式会社雪国まいたけは、マイタケの生産・販売では国内トップシェアを誇り、各種キノ

コの生産・販売を展開しています。当社は、同社を交渉先とし、当社グループのキノコ事業

http://www.takara-/
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（当社が保有する瑞穂農林株式会社及び株式会社きのこセンター金武の全株式を含む）

の譲渡に関し、同社と協議して参りました。その結果、両社の戦略が一致し、このたびの事

業譲渡を行うこととなりました。 

 

２．事業譲渡の概要 

（１）キノコ事業の内容 

キノコ（ホンシメジ（生鮮・冷凍）、ハタケシメジ、ブナシメジ）の開発・生産・販売、ラ

イセンス、培地活性剤の販売等 

 

（２）事業譲渡の内容 

 瑞穂農林株式会社の当社保有全株式 

 株式会社きのこセンター金武の当社保有全株式 

 当社が保有するキノコ事業に関する知的財産 

 

（３）キノコ事業の経営成績（2018年 3月期） 

 キノコ事業(a) 連結実績(b) 比 率(a/b) 

売 上 高 1,558百万円 32,312百万円 4.8％ 

営 業 利 益 34百万円 3,555百万円 0.9％ 

 

 

３．相手先の概要 

（１） 名 称 株式会社雪国まいたけ 

（２） 所 在 地 新潟県南魚沼市余川 89番地 

（３） 代表者の役職・氏名 足利 厳 

（４） 事 業 内 容 
マイタケ、エリンギ、ブナシメジ、カット野菜等の生

産販売およびキノコ加工食品の製造販売 

（５） 資 本 金 1億円 

（６） 創 業 年 月 1982年 2月 

（７） 大株主及び持株比率 
Bain Capital Snow Hong Kong Limited（51.0%）、株

式会社神明ホールディングス（49.0％） 

（８） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません 

人 的 関 係 該当事項はありません 

取 引 関 係 該当事項はありません 

関連当事者への該当状況 該当事項はありません 
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４．日 程 

（１） 取締役会決議日 2018 年 12 月 17 日 

（２） 契約締結日 2018 年 12 月 17 日 

（３） 事業譲渡期日（予定） 2019 年 3 月 1 日 

なお、当該事業譲渡につきましては、会社法第 467条第 1項第 2号に定める「事業の重要

な一部の譲渡」及び同項第 2 号の 2 に定める「その子会社の株式又は持分の全部又は一部

の譲渡」のいずれにも該当しないため、株主総会での承認を必要としません。 

 

５．今後の見通し 

 本件事業譲渡が当社グループの 2019 年 3 月期連結業績に与える影響は軽微です。また、

来期の連結業績に与える影響については、2019年 3月期決算と同時に公表予定の 2020年 3

月期連結業績予想に織り込んで開示する予定です。 

 

以 上 
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（参考） 

当期連結業績予想（2018年 11 月 6日公表分）及び前期連結実績 

（単位：百万円） 

 

 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

当期業績予想 

（2019年 3月期） 
35,800 5,000 5,200 3,100 

前期実績 

（2018年 3月期） 
32,312 3,555 3,861 2,335 


